
1 

 

2019(平成 31・令和元)年度 事業状況報告 

〔自然環境保全活動等事業（公１事業）〕         予算 45,124 千円 

                           決算 45,611 千円 

 

公益財団法人大阪みどりのトラスト協会の設立目的である「府民の参画や協働による

自然環境の保全運動」を推進するため、以下に重点を置いて取り組みました。 

 

○ 三草山ゼフィルスの森、地黄湿地（能勢町）及び和泉葛城山ブナ林（岸和田市・貝

塚市）の 3 保全地について、保全地の順応的管理とモニタリングを中心に「みどり

すと」とともに行いました。 

○ 3 保全地以外の希少野生生物生息地や里山において、土地所有者や地元ボランティ

アとの連携により、大阪さともり事業（林野庁の交付金事業）を実施するなどし、

自立的な保全活動の推進に取り組みました。 

○ 企業の CSR 活動や学校、各種団体などとの森林・環境の体験学習等を、保全活動実

施団体が行う際のサポートを行いました。 

○ 能勢町での保全活動を担う「みどりすと」の育成やスキルアップのため、「三草山ゼ

フィルスの森」「地黄湿地」をベースとした人材育成のための講座「森人塾」を開講

し、新規参入者の開拓に取り組みました。 

○ 活動地で保全活動を実施する資金を確保するため、民間基金などから助成を受けま

した。 

○ 能勢町の生物多様性の豊かさを地元の方を中心に伝えるシンポジウムを、能勢高校

で開催しました。 

○ 森林 ESD について勉強会・研修会をはじめ、大阪府内小学校教員を対象としたア

ンケートやシンポジウムなどの推進活動を展開しました。 

 

 

 

 

（１）和泉葛城山ブナ林（岸和田市・貝塚市）；  

金剛生駒紀泉国定公園特別保護地区にも指定されている和泉葛城山ブナ林の天然記

念物の指定区域（コアゾーン）は 10ha 程度で、樹林の安定な生育区域として狭小で

あることから、大阪府が国定公園指定時に緩衝樹林帯（バッファーゾーン 47ha）とし

て周辺用地を取得し、ブナの増殖活動が続けられてきました。 

2019 年度は、新たな長期計画の策定（2020 年度予定）を行うため、前年度に引き

続きコアゾーン及びバッファーゾーンの調査を行いました。 

 

 

１．自然環境保全活動 〈Ⅰ〉事業 
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【主な事業内容】 

１） 「和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会」の指導のもと、生育環境調査・

IT 技術活用調査・全数調査を実施； 

① 生育環境調査 

 気象観測機により、長期間の森林生育環境データを取得 

調査期間 2019 年 4 月 1 日~2020 年 3 月 31 日 

データ回収日 2019 年 6 月 12 日、7 月 25 日、8 月 22 日、9 月 13 日、

10 月 10 日、11 月 14 日、2020 年 1 月 30 日、3 月 12 日 

② IT 技術活用調査 

       森林調査の機能的、効率的な新技術として、ドローンによる空中撮影、

画像解析を活用した植生調査の実用化に向けて、公立大学法人大阪大阪府

立大学と共同研究を実施 

調査期間 現地調査 2020 年 3 月 18 日、3 月 26 日 

③ 全数調査 

       ブナ増殖区域全 50 箇所のうち、新潟ブナ伐採地を除く 47 箇所の植栽ブ

ナについて、エリアごとの本数調査と各エリア内の樹高の最高と最低を計

測 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〔生育環境調査 6/12〕     〔IT 技術活用調査 3/26〕 

 

２） ワーキンググループ会議を開催； 

      ブナ林保護増殖事業の計画策定をサポートするためのワーキンググルー

プ会議を開催 

       開催日 2019年 9月 17日、10月 30日、2020年 2月 12日 

３） 調査を踏まえて、保護・保全に関する長期計画策定の検討を開始 

   １）の各調査を踏まえて、２）のワーキンググループ会議にて検討開始 

４） 自然観察会、森林体験学習を実施 

   シニア自然カレッジブナ林見学会受入れ 

    開催日 2019年 11月 6日 
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５） 企業等による CSR活動の受け入れ実施 

   企業：株式会社アサヒディード 

   日時：中止（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため） 

６） 普及啓発のためのハイキングを実施 

    開催日 2019年 11月 23日 

７） その他 

  ・苗木の確保と養生 

    コアゾーンで採取した種から苗木を育成し養生を継続 

    2019年度末現在 7本養生中 

  ・巡回、森林保険等 

     保全管理及び普及啓発の充実を図るため、巡視員 3 名に委嘱して、36

回の巡視を実施。森林災害時に備えて、森林保険に継続加入 

・ブナ林の保全に即した順応的管理の試行とモニタリングの実施 

    ブナ愛樹クラブ 定例活動など 全 31回 参加者 230名 

       花芽観察   ・結実調査   ・実生苗調査 

 ・シンポジウム 

開催に向けて準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染症感染拡

大防止のために中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ワーキンググループ開催 10/30〕  〔ブナ林ハイキング開催 11/23〕 

 

 

（２）三草山ゼフィルスの森（能勢町）；  

大阪府の緑地環境保全地域に指定されている三草山ゼフィルスの森（14.5ha）には、

日本に生息するミドリシジミチョウ類（学名ゼフィルス「森の宝石」とも言われる）

25種の内10種が生息し、中でもヒロオビミドリシジミは日本の分布の東限域にあり、

府内では唯一の生息地です。 

地元をはじめ様々な人の協働で、ゼフィルスの森と三草山の裾野に広がる棚田も含

めた里地里山の一体的な保全活動が続けられています。森林の保全については、従来

の鹿の食害に加えて、ナラ枯れ被害が進んでおり、「三草山ゼフィルスの森保全検討会

議」（会長；大阪府立大学名誉教授 石井 実）での検討(6/24)を踏まえて、保全活動

を実施しました。 
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 検討会議メンバー； 

  学識経験者・地元・行政 

  ボランティア・トラスト協会 

 

 

                   〔三草山保全検討会議 6/24〕 

 

〔主な事業内容〕 

１） 大径木の生育地を中心に、更新作業を継続実施； 

一部の防火帯において 34 本伐採 

２） ナラ枯れ被害木の駆除； 

 2014（平成 26）年度より被害が拡大していたが、当該地で被害が収まっ

てきたため今年度の実施は見合わせた。 

３） 防鹿柵を設置した既更新地の林床の坪刈り管理； 

 有用樹や草本を生育させるため一部ボランティア活動で実施 

４） 防火帯のササ刈払い； 

 1,600 ㎡の範囲を委託により実施 

５） 伐採木の活用； 

 伐採した木をシイタケの榾木に有効利用 

６） ナラガシワの苗木を育成； 

 萌芽更新の補完のため、ナラガシワの果実をシードトラップにより採取

し、麓で育成 

７） 森林の更新に伴うゼフィルス類への影響及び植生や昆虫類への影響調査； 

・ゼフィルス類個体調査(日本鱗翅学会） 

  6月 16日（日） 参加者約 10名 

・ゼフィルスの森植生調査(大阪府立大学との共同研究)  

  8月 17日（土）・19日（月）参加者延べ約 8名 

８） 三草山ゼフィルスの森研究助成制度； 

 学術的に様々な角度から検証することにより、ゼフィルスの森が自然環

境豊かな場所であることを多くの方に伝えるため、研究者に対する研究助

成制度を策定 

９） 自然観察会、森林体験学習の実施； 

・ゼフィルス観察会の開催： 

6月 16日（日）  参加者 19名 
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   ・森林体験学習・三草山山麓に広がる棚田の保全体験学習： 

里地里山保全活動での関西大学第一中学校との連携 

            各学年約 250名  3年生 (10/31)、2年生(4/24)、1年生(3/11中止) 

      ・企業 CSR 活動受け入れ： 

        企業：京セラドキュメントソリューションズ株式会社 

        日時：中止（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため） 

１０）定例的な保全活動の実施 

・能勢みどりすとクラブ 

定例活動等 35回 参加者 339名 

１１）その他 

・巡回活動 

地元の城好会に委嘱し、巡回活動を実施（12 回/年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ゼフィルス観察会 6/16〕      〔榾木づくり 12/4〕 

 

 

     

  

          

                    

 

 

 〔大阪府立大学植生調査 8/19〕    〔関大一中活動 4/24〕  

 

（３）地黄湿地（能勢町）；      

大阪府の緑地環境保全地域に指定されている地黄湿地（全 17.7ha 内、湿地部分約

1ha）は、貧栄養の滲水湿地で、大阪府レッドリスト（2014 版）において絶滅危惧種

に指定されているトキソウ（絶滅危惧Ⅰ類）、サギソウ（絶滅危惧Ⅱ類）、ミズトンボ

（絶滅危惧Ⅰ類↑）やアカハライモリ（準絶滅危惧種）など貴重で、多様な動植物が

生息、生育しています。 

近年、後背森林が放置され、植生が大きく変化したことにより、湿原へのシルト質

（粘土質）の供給が減るとともに、ススキや灌木類が侵入し、陸地化が進んできまし
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た。 

「地黄湿地保全再生検討会議」（会長；兵庫県立大学名誉教授 服部 保）での検討

(6/21)を踏まえて、保全活動を実施しました。 

 

検討会議メンバー； 

    学識経験者・地元・行政 

    ボランティア・トラスト協会 

 

〔地黄湿地保全再生検討会議 6/21〕 

〔主な事業内容〕 

１） 水環境の改善（流水の分散）； 

下池：2020 年 3 月に、陸地化が進む左岸付近より表土を薄く剥ぎ取り、

土嚢に詰めて偏在した水路の埋戻しをするとともに、低い堰を配置

し水の分散により改善を図った 

２） シルト質の補給改善； 

 １）の施業によりシルト質の分散を実施 

３） 定期的な保全活動の実施； 

定例活動等 16回 参加者 126名 

４） 能勢高校との連携； 

「地域と生活」授業フィールド演習カリキュラムでの協働 

・2年生；3回のフィールド学習 受講生 延べ 20名 

 ・1年生；2回のフィールド学習 受講生 延べ 30名 

５） 水生昆虫類の調査を実施； 

水生昆虫調査(大阪府立大学との共同研究)  

 ・5 月 25 日(土)、7 月 10 日(水)、9 月 7 日(土) 参加者延べ 6 名 

６） モニタリングの継続実施； 

 ボランティア定例活動日にモニタリング調査を実施 

 5月 モリアオガエル調査 

 6月 トキソウ・モリアオガエル（卵塊）調査 

 8月 サギソウ・ミミカキグサ類・ハッチョウトンボ調査 

７） その他 

・地黄湿地観察会の実施 

 7 月 28 日（日）サギソウ観察会実施 参加者 20 名 

・地黄湿地の巡回活動 

地元地黄財産区に委嘱し、湿地の巡回活動を実施 
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〔定例活動 水環境の改善 1/25〕     〔能勢高校の授業 6/26〕 

 

                  

 

 

 

 

 

 

  〔サギソウ観察会 7/28〕       〔モニタリング調査 6/22〕 

 

（４）自然環境保全地域支援事業(大阪府内 5 地区) 

大阪府自然環境保全条例に基づく、自然環境保全地域に指定されている 5 ヵ所の社

寺林については、従来、当該森林の管理者と保全契約を締結して巡視を含む維持管理

への支援を行ってきましたが、近年、シカの食害や竹林の進入、ナラ枯れ被害の発生

など、保護的に維持することが難しくなっており、地元やボランティア団体とも連携

した保全活動が進められています。 

  

〔主な事業内容〕 

１） 土地所有者との保全契約を締結 

２） 土地所有者、地域ボランティアが実施する森林の保全対策への協力と情報提

供を実施 

 

    自然環境保全地域 

        本山寺         （高槻市  14ha;モミ・ツガ林） 

        美具久留御魂神社 （富田林市 2ha;シイ林） 

            若山神社     （島本町  11ha;シイ林） 

        意賀美神社    （岸和田市 1ha;コジイ林） 

        妙見山      （能勢町  10ha;ブナ林） 
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    〔妙見山 草刈り 7/16〕        〔意賀美神社 清掃活動 7/7〕 

 

 

 

 

（１）生物多様性保全支援事業（希少野生生物と里地里山の保全活動）  

希少な野生生物が生息している場所や里地里山の生物多様性を保全するため、活動

地の情報発信を行うとともに、ボランティアや企業等と連携、協働して保全活動を行

いました。 

 

〔主な事業内容〕 

活  動  地 活動内容 等 回数 参加者数 

信太の森惣ヶ池湿地 

（和泉市; 3ha） 
定例活動、観察会など 10回 142名 

歌垣銀寄栗の森 

(能勢町;0.2ha) 
定例活動 14回 193名 

いずみの森 

（泉佐野市;31ha） 
定例活動、CSR受入れなど 33回 361名 

島本の森 

（島本町;28ha） 
定例活動・有志活動 83回 724名 

外院の杜 

（箕面市;1.1ha） 
定例活動 6回 56名 

蕎原の森 

（貝塚市;4ha） 
定例活動 40回 243名 

堀河の森 

（泉南市;11ha） 
定例活動 3回 104名 

車作の森 

（茨木市;40ha） 
定例活動 68回 550名 

タガメの田づくり 

（能勢町;0.2ha） 
定例活動 22回 222名 

     計  279回 2,595名 

２．自然環境保全活動 〈Ⅱ〉事業 
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〔信太の森惣ヶ池湿地 生きもの観察会 8/27〕  〔タガメの田づくり 稲刈り 9/29〕 

 

（２）ボランティア（みどりすと）育成事業  

ボランティアの高齢化と新規参入者の減少により、保全活動の活性化が困難な状況

が続いています。三草山ゼフィルスの森と地黄湿地を中心とした活動の担い手を募る

ため、みどりすと養成講座「森人塾」を開催しました。 

 

〔主な事業内容〕 

   ・森人塾の開催 ； 第 4期 全 8回 森人塾受講生 4名 

 

〔オリエンテーション・講座 5/25〕      〔フィールド実習 7/13〕 

    

   ・ボランティアによる会報誌等封入  ； 14日 延べ 57名 

   ・みどりすとボランティア保険の加入 ； 121名 

 

（３）企業 CSR 等支援事業  

自然環境の保全に企業の協力を得るため、積

極的に CSR 活動を呼び掛けました。今年度、新

たに 2 社による大阪府アドプトフォレスト制度

を活用した企業の森づくりが枚方市東部清掃工

場緩衝緑地帯においてスタートしました。 

また、企業等からの様々な要請に応えて、み

どりのトラスト運動への参画と保全活動の支援

を行いました。             
〔枚方市東部清掃工場 

2社合同活動 11/2〕 
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〔主な事業内容〕 

   ・大阪府アドプトフォレスト制度を活用した企業の森づくりの支援（新規 2 件） 

   ・企業 CSR活動の受入れ 

 

【企業等 CSR活動実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔調印式 ㈱立花エレテック 8/7〕     〔調印式 ㈱タカミヤ 8/7〕 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

〔コンドーテック㈱ 4/16〕      〔㈱NTTドコモ関西支社 12/7〕 

活  動  地 参 加 企 業 等 月 日 活  動  概  要 

枚方市東部清掃工場 
㈱タカミヤ 

㈱立花エレテック 
11/2 竹林整備 

三草山ゼフィルスの森 京セラドキュメントソリュー

ションズ㈱ 

3/14 新型コロナウイルス対応のため

中止 

いずみの森 コンドーテック㈱ 

鶴賀電気㈱ 

4/16 

6/22 

倒木・枝折れ撤去、階段補修 

杉林の階段補修、杉の伐倒体験 

和泉葛城山ブナ林 シニア自然カレッジ体験活動 11/6 ブナの森観察 

堀河の森 ㈱NTTドコモ関西支社 6/1 

9/14 

12/7 

3/7 

年間を通じた森林の保全管理 

（道普請、草刈り等） 

3/7 は新型コロナウイルス対応

のため中止 

     計 7団体 9 回 （内 2 回中止） 
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（４）みどりのトラスト運動の普及、啓発  

自然環境、生物多様性の保全、里山の保全についての当協会の活動実態や、活動へ

の積極的な参加を呼びかけるため、以下の活動を行いました。 

 

１） 会報誌「みどりのトラスト」発刊 

   4 回（98 号~101 号）発刊。設立 30 周年にあたることから、記念のロゴマ

ークを使用 

２） SNS を広報に活用 

   フェイスブックを活用し、記事を更新 228 回 

３） シンポジウム開催 

「再発見！大阪の生物多様性ホットスポット 能勢の里山の魅力を語ろう、

つなごう」 12/8 87 名参加 

４） 国連生物多様性の 10 年「グリーンウェーブ」の活動に参画 

オフィシャルパートナーとして、生物多様性保全の大切さと活動への参加 

協力を呼びかけた。 7 団体・社による 55 回の活動を記録 

５） 観察会などを通じて、活動の紹介 

  総回数 10 回 （内 2 回中止） 総参加者数 252 名 

６） 観察会・ボランティア参加者用保険に加入 

イベント保険 2,000 人規模の保険に加入（R1/6/1~R2/5/31） 

７） 会員の募集 

  自然環境・里山保全活動や緑化イベントの際に、会報誌などの配布を通じて

会員の拡大を図ったが、高齢会員の退会を補うことが出来なかった。 

 

     

     新規会員登録者数  個人  30 名 法人  0 団体 

         令和元年度会員数  個人 338 名 法人 34 団体 

 

       （参考）平成 30 年度会員数  個人 436 名 法人 38 団体 
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【協会主催観察会など】 

実 施 日 イ ベ ン ト 名 参加者 備 考 

春 
5月 19日（日） タガメの田植え 30  

6月 16日（日） 三草山ゼフィルスの森観察会 30  

夏 

7月 28日（日) 地黄湿地生きもの観察会 22  

8月 25日（日） 信太の森惣ヶ池湿地生きもの観察会 15  

9月 28日（土) 今森光彦さんと一緒に過ごす 

「オーレリアンの庭」 
35 

新規 

9月 29日（日） タガメの稲刈り 27  

秋 11月 23日（土） 和泉葛城山秋季ブナ林ハイク 61 岸和田市・貝塚市共催 

冬 

12月 1日（日） タガメの田作り～里の冬支度 32  

2月 23日（日） 信太の森惣ヶ池湿地生きもの観察会 中止 新型コロナウイルス対

応のため 3月 21日（土） 歌垣銀寄栗の森植樹＆講演会 中止 

計    10回  252  

 

 

 

 

 

 

 

 

〔三草山ゼフィルスの森      〔今森光彦さんと一緒に過ごす 

ゼフィルス観察会 6/16〕      「オーレリアンの庭」 9/28〕 

 

３．その他の事業 

 

（１）御堂筋アメニティ事業             

御堂筋の美化を目的に、御堂筋の緑地帯（淀屋橋～難波：約 3.2 キロメートル）に

あるフラワーベース 52基に、花卉類を植え付けて花と緑による装飾を施し、都市の緑

化の推進とアメニティの向上に寄与しました。 

 

（主な事業内容） 

花卉の植付け、維持管理 

  春季と秋季に植付けを行うとともに、それらの潅水などメンテナンスを行いま 

した。 
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〔春季 ユーフォルビアと        〔秋季 パンジ―・ストック等を追加〕 

ゼラニウム、ニチニチソウ〕       

 

（２）森林ＥＳＤの推進 

「森林 ESD」（持続可能な社会づくりに向け、問題解決に必要な能力・態度を身につ

けさせるため、森林・里山を活用した人材育成システム）を推進する活動を行いまし

た。 

①勉強会の実施 

大阪府森林組合南河内支店、河内長野市立林業総合センター木根館、bioa が参

画（4/19、5/24、6/20、8/8、9/12） 

②「教員免許状更新研修」の企画立案 

大阪教育大学、大阪府森林組合南河内支店、河内長野市立林業総合センター木根

館が参画（7/25、9/6、10/8、10/25、11/15、2/14） 

③大阪府内小学校教員を対象としたアンケート調査（7月～9月） 

④大阪の森林 ESDについて考える会の開催（主催）（7/2） 

⑤教職員向け森林 ESD研修会の開催（共催） 

河内長野市立林業総合センター木根館主催（河内長野 8/2）、 

bioa主催（茨木市 8/8） 

⑥「森林のギャラリー」パネル展の開催（共催） 

近畿中国森林管理局主催（1/15～2/21） 

⑦森と自然を活用した保育・幼児教育を考えるシンポジウムの開催（主催）（2/15） 

⑧「森林環境教育・森林 ESD」「緑の少年団」推進全国セミナーin大阪の開催 

（共催）国土緑化推進機構主催（2/16） 

⑨緑のボランティア助成セミナー2020 in 大阪の開催 

（共催）国土緑化推進機構主催（2/16） 

⑩学校教育のための ESD研修開催（共催） 

bioa主催（2/24） 
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〔教職員向け研修会 8/2〕    〔森と自然を活用した保育・幼児教育を 

考えるシンポジウム 2/15〕 

 

（３）大阪さともり地域協議会事業    

 当協会は、2013(平成 25)年度にスタートした林野庁の「森林・山村多面的機能発

揮対策交付金事業」の大阪府域での地域協議会（大阪さともり地域協議会 会長 武田 

義明 神戸大学名誉教授）の事務局として、同交付金の採択から交付金の交付、事業指

導までを担っています。 

 

 ・交付金申請採択団体 

活動組織  35組織 

 交付金  53,005千円 

 

・大阪さともり地域協議会 

  総会（4/19） 

   審査会 2回(4/19、7/25（書面決議）) 

                          〔総会・審査会〕 

（主な事業内容等）        

 ・安全講習（刈払い機講習会）と活動組織交流会を実施しました。 

     安全講習 10月 29日（火） 16名参加 

交流会  11月 13日（水） 27名参加 

      

 

 

 

 

 

 

 

          〔安全講習〕              〔交流会〕 
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４．トラストファンド 

  

和泉葛城山ブナ林のコアゾーン（10ha:国の天然記念物）とバッファーゾーン（47ha:

緩衝樹林帯）を一体的に保全するための「ブナの森トラストファンド」及び三草山（能

勢町）に生息するミドリシジミ類の保全のための「ゼフィルスの森トラストファンド」

の確保に努めました。 

 

 ○ブナの森トラストファンド 

      寄付件数及び寄付金額     21件    178,086円 

         令和元年度末累計     4,035件  19,164,068円 

  ○ゼフィルスの森トラストファンド 

      寄付件数及び寄付金額     22件    306,210円 

          令和元年度末累計     2,153件  10,686,502円 

 

            トラストファンド合計     43件     484,296円 

               令和元年度末累計    6,188件  29,850,570円 

     （参考）  平成 30年度末累計   6,145件  44,905,163円 
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〔緑の募金事業（公 2 事業）〕    予算 収入 20,650 千円、支出 20,650千円 

決算 収入 20,829千円、支出 20,134 千円 

 

 「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づき、「緑の募金」の周知を図

るとともに、募金運動を積極的に展開し、市街地の緑化推進、森林の整備、緑づくりの

活動支援等に努めました。 

 

 

Ⅰ．収入の部 

（１）緑の募金実績（予算 20,000 千円、決算 20,317千円） 

2019(令和元)年度の募金総額は、目標 20百万円に対し、実績 20,316,840円（1,076

件）となりました。種類別の内訳は次の表、グラフのとおりとなりました。 

2018(平成 30)年度に比べ金額では 218,649円の減少（1％減少）、件数では 9件の減

少（1％減少）となりました。 

 

 

＜2019(令和元)年度 

募金額内訳(単位：千円)＞ 

種類別 金額（千円） 

学校募金 4,736 

街頭募金 3,120 

企業募金 5,684 

職場募金 5,530 

家庭募金 798 

その他 448 

合計※ 20,317 
 ※千円未満を四捨五入しているため 

合計が一致しません。 

 

 

（２）助成金等収益（予算 600 千円、決算 500千円） 

緑の募金中央団体である(公社)国土緑化推進機構より、緑の募金推進体制整備交付金等の

交付を受けました。 

 

  

学校募金

23%

街頭募金

16%

企業募金

28%

職場募金

27%

家庭募金

4%

その他

2%



17 

 

Ⅱ．支出の部 

2019(令和元)年度の事業支出総額は 20,134,007円で、次の表、グラフの内訳のとお

りとなりました。 

 

科目 金額(千円) 

緑の募金推進事業 
募金資材整備 2,978 

募金活動 843 

緑化推進・森林の整備事業 

みどりづくりの輪推進事業（使途指定事業） 1,733 

みどりづくりの輪推進事業（公募事業） 463 

「学校に森林と木の香りを」整備事業 589 

緑の少年団連盟育成事業 400 

緑化活動・普及啓発 

緑化活動交付金 4,457 

ポスターコンクールの実施 259 

広域的な森林整備・緑化の推進 1,150 

平和の緑づくり事業 400 

普及啓発 150 

広報活動 146 

推進事務費 推進事務費 6,567 

合計 20,134 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

募金資材整備 15%

募金活動 4%

みどりづくりの輪推進事業

（使途指定事業） 8%

みどりづくりの輪推進事業

（公募事業） 2%

「学校に森林と木の香りを」

整備事業 3%

緑の少年団連盟育成事業 2%

緑化活動交付金 22%

ポスターコンクールの実施 1%

広域的な森林整備・緑化の推進 6%

平和の緑づくり事業 2%

普及啓発 1%

広報活動 1%

推進事務費 33%

グラフタイトル

緑の募金

推進事業

緑化推進・

森林の整備

緑化活動・

普及啓発
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（１）緑の募金推進事業（予算 3,450千円、決算 3,821千円） 

１） 募金資材整備（予算 3,000千円、決算 2,978千円） 

緑の募金運動の円滑な実施のため、募金資材を整備しました。 

 

・緑の羽根：700,000本 

・緑化バッジ：2019秋期用「カツラ」 5,000個 

2020春期用「ツクシ」13,000個 

・ポスター：Ｂ2サイズ 500枚、Ｂ3サイズ 500枚 

・ち ら し：一般用ちらし 20,000枚、封筒付きちらし 30,000枚 

・募 金 箱：紙製 750個、間伐材製 70個、ストラップ付 300個 

・た す き：子供用 380個、大人用 90個 

 

２） 募金活動（予算 450千円、決算 843千円） 

① 募金キャンペーンの実施 

・春期 2019(令和元)年 3月 1日～5月 31日 

・秋期 2019(令和元)年 9月 1日～10月 31日 

 

② 街頭募金 

ボーイスカウト、ガールスカウト、緑の少年団等の青少年団体による協力を得

て、春秋合わせて約 110か所にて街頭募金を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 緑化関連行事等での募金活動 

緑化関連行事等でクラフトの出店や募金活動を実施しました。 

 

・大阪府立中之島図書館 (5/3-4) 

・いずみの国の自然館クラブ オオムラサキ祭り（7/7） 

・2019年（第 41回）生活クラブ生協フェスタ（9/15） 

・平林まつり（10/20）：クラフト出店・募金活動 

・森林の市（10/27）：クラフト出店・募金活動 

・大阪自然史フェスティバル（11/16-17）：クラフト出店・募金活動 

ガールスカウトによる街頭募金 ボーイスカウトによる街頭募金 緑の少年団による街頭募金 

カツラ（秋） ツクシ（春） 

緑化バッジ 
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④ 業界団体等への呼びかけ 

一般社団法人大阪府木材連合会の催事、一般社

団法人大阪損害保険代理業協会の総会、大阪府農

業委員会に積極的に出向き、緑の募金のＰＲ及び

募金活動を実施しました。 

 

 

 

（２）緑化推進・森林の整備事業（予算 3,850千円、決算 3,184千円） 

１） みどりづくりの輪推進事業（使途指定事業） 

（予算 1,650千円、決算 1,733千円） 

地球温暖化防止にかかる運動の一環として、堺第 7-3区における市民・NPO等

の府民参加で実施される「共生の森づくり」活動や、生駒山系での「花屏風」活

動に対し、支援を行いました。 

「共生の森づくり」活動のイベントはコロナウイルス感染拡大防止のため中

止となりましたが、事務局による植樹が行われました。 

 

  

大阪自然史フェスティバル 

オオムラサキまつり 

森林の市 

大阪損害保険代理業協会総会での募金活動 

「共生の森づくり」 「花屏風」 

生活クラブ生協フェスタ 大阪府立中之島図書館 

平林まつり 
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２） みどりづくりの輪推進事業（公募事業）（予算 450千円、決算 463千円） 

子どもや多様な市民の参加により、良好な森林や里地・里山、市街地の緑化の

整備や、保全活動の促進を図ることを目的として、助成を行いました。 

 

  申請件数 6件、採択件数 3件 

団体名 活動の種類 活動の概要 

大阪市立泉尾東小学校 

（大正区） 
ビオトープ整備事業 既存の人工滝と池のエコアップ 

大阪市立茨田東小学校 

（鶴見区） 
ビオトープ整備事業 伝統野菜の「蓮根」づくりの復活 

東大阪市立楠根東小学校 ビオトープ整備事業 既存の池のエコアップ 

 

３） 「学校に森林と木の香りを」整備事業（予算 1,000千円、決算 589千円） 

教育施設において、木の香る快適な学習環境を提供するための施設整備、それ

に伴う森林に関する学習の実施により、子どもたちが森林の整備、木材の利用、

緑の効用について理解を深めることを目的として、助成を行いました。 

 

 申請件数 3件、採択件数 3件 

 団体名 活動の種類 活動の概要 

蓮美幼児学園千里丘ナー

サリー（吹田市） 
森林ＥＳＤの実施 

シイタケの栽培を通した環境教育の

実施 

貝塚市立津田小学校 
木材を使った机、椅

子、建具等の整備 

国産間伐材を使用したイス、棚の図

書館への設置 

八尾市立亀井中学校 
木材を使った机、椅

子、建具等の整備 他 

国産カツラ材を使用した校歌版の作

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓮美幼児学園千里丘

ナーサリー 
八尾市立亀井中学校 貝塚市立津田小学校 
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４） 緑の少年団連盟育成事業（予算 750千円、決算 400千円） 

大阪府内の「緑の少年団」の育成とその活動の充実を図るため、大阪府緑の少

年団連盟に対し、支援を行いました。 

 

・大阪府における緑の少年団（2019年 4月 1日現在） 

4団体（団員 96名、指導者 66名） 

・交流集会の開催 

   日程：2019(令和元)年 8月 24日～25日 

   場所：奈良県山添村生涯学習施設「東豊館」 

   内容：各団の活動発表、キャンプファイヤー、クラフト工作、交流ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）緑化活動・普及啓発（予算 6,500 千円、決算 6,561 千円） 

１） 緑化事業等交付金（予算 4,600千円、決算 4,457千円） 

募金活動に協力した団体や学校、企業等による地域や学校等の緑化を推進す

るため、当該団体の申請により募金額の一部を緑化事業等交付金として交付し、

植樹や花壇の整備、緑地の手入れ等の緑化活動を行いました。 

交付件数は、678件となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

寝屋川市立南小学校 

 

交流集会の活動風景 

柏原市立堅下南小学校 

 

岸和田市立常盤小学校 
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２） ポスターコンクールの実施（予算 300千円、決算 259千円） 

児童、生徒の自然や緑への関心を高めるために、府内小・中・高等学校の協力

を得て、国土緑化運動を推進するための令和 2 年用ポスター原画コンクールを

開催し、優秀作品を表彰しました。また、優秀作品を(公社)国土緑化推進機構が

行う全国コンクールに応募しました。 

 

・応募数 28校 126点（参加総数 398点 ※各校 10点までの応募） 

・国土緑化推進機構中央審査会にて 2名が入選 

・大阪みどりのトラスト協会賞 12名を表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 広域的な森林整備・緑化の推進（予算 1,100千円、決算 1,150千円） 

広域的な森林整備・緑化の推進に寄与するため、募金中央団体である(公社)国

土緑化推進機構に対して、2019年募金額の 3％相当額に 50万円加算額を交付し

ました。 

 

４） 普及啓発（予算 700千円、決算 550千円） 

図書館や企業と連携したイベントの開催、「森林 ESD」推進、感謝状の贈呈な

どの普及啓発活動を行いました。 

 

① 大阪府立中之島図書館連携イベント 

・企画展示：「生物多様性の恵みを知ろう」（4/16-5/11） 

・ワークショップの開催：「メルヘンりえこさんとお絵描きをしよう！ 美しい

生き物をみんなで描こう～世界の生物多様性～」(5/4) 

・講演会の開催：「コウノトリ野生復帰の進展と生物多様性」講師 江崎保男氏

（5/11） 

・企画展示：「木をつかい森林を活かそう」（5/14-5/31） 

中学校の部 特選  

文部科学大臣賞 

川口 愛夏   

「何年先もずっと」 

中学校の部 準特選 

 林野庁長官賞 

佃 和香 

「恋人」 

ポスターコンクール会場 

ポスターコンクール授賞式 
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② 大阪府立中央図書館連携イベント 

・企画展示：「木をつかい森林を活かそう」（4/23-5/12） 

・表彰式の開催：令和元年度国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール入

賞者表彰式：(5/12) 

・企画展示：「生物多様性の恵みを知ろう」（5/14-5/26） 

・セミナーの開催：「暮らしの中の木づかい」(5/19) 不開催 

・ワークショップの開催：木を使ったクラフト教室 (5/19) 

 

③ 平和の緑づくり事業（公募事業） 

株式会社平和堂様の府内の有料レジ袋収益金による寄付を活用して、植樹と

緑の教室を行う事業を始めました。 

 

 申請件数 4件、採択件数 2件 

 ・花たちばな認定こども園（2/5） 

・ちとせ學院めぐみの森（2/27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 森林ＥＳＤの推進 

「森林 ESD」（持続可能な社会づくりに向け、問題解決に必要な能力・態度を

身につけさせるため、森林・里山を活用した人材育成システム）を推進するた

めの活動を行いました。 

  

メルヘンりえこ氏 ワークショップ  江崎保男氏 講演会 

平和の緑づくり 育樹 緑の教室 
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⑤ 表彰・感謝状 

2016 年から 2018 年の期間において多額のご寄付をいただき、森林・みどり

づくりの推進に多大な貢献をされた団体に感謝状を贈呈しました。 

 

・林野庁長官感謝状授与 

（団体の場合 200万円以上 1,000万円未満） 

 大阪府警察有志一同様 

 ダイドードリンコ株式会社様 

・国土緑化推進機構理事長感謝状 

（団体の場合 50万円以上 200万円未満） 

 大阪商工信用金庫有志一同様 

大阪湾広域臨海環境整備センター様 

 

 

５） 広報活動（予算 150千円、決算 146千円） 

より多くの府民の参加を推進するため、以下の広報活動を実施しました。 

 

・会報誌「みどりのトラスト」への掲載 

・ホームページ、Facebookの運用 

 

 

Ⅲ．その他 

（１）募金成果の公表 

「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」第 21条に基づき、2019(令和元)

年度に実施した緑の募金事業結果について、当協会ホームページに掲載し、公示しま

す。 

 

（２）緑化推進運営協議会の開催 

緑の募金運動を展開するため、次のとおり緑化推進運営協議会を開催し、事業計画、

収支予算等を審議しました。 

 

・第 53回 2019(令和元)年 5月 23日（金） 2018(平成 30)年度事業報告、収支決算 

・第 54回 2020(令和２)年 2月 28日（火） 2020(令和２)年度事業計画、収支予算 

 

 

 

 

大阪商工信用金庫会長への贈呈風景 
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〔管理部門〕 

 

（１）会議開催状況 

   理事会、評議員会の開催状況は以下のとおりです。 

 

１） 理事会 

 

       第 18 回理事会（2019(令和元)年 6 月 5 日） 

         第 1 号議案 「2018（平成 30）年度事業報告について」 

        第 2 号議案 「2018（平成 30）年度決算について」 

        第 3 号議案 「2019（令和元）年度事業計画及び収支予算の補正 

について」 

        第 4 号議案 「第 8 回定時評議員会招集について」 

               

       決議の省略（2019(令和元)年 6 月 7 日） 

        第 1 号議案「原 貴美男評議員の辞任に伴う後任評議員候補者の 

              評議員会への推薦の件」 

        第 2 号議案「評議員会の決議の省略による方法により、評議員 1 名の

選任を求める件」 

 

       第 19 回理事会（2019(令和元)年 10 月 25 日） 

        議   事「次期中期経営計画策定に向けての意見交換」 

         

       決議の省略（2019(令和元)年 11 月 27 日） 

        第 1 号議案「臨時評議員会開催の件」 

 

       第 20 回理事会（2020(令和 2)年 3 月 18 日） 

        第 1 号議案 「中期経営計画（2020～2022 年度）について」 

        第 2 号議案 「2020 年度事業計画について」 

        第 3 号議案 「2020 年度収支予算について 

                            資金調達及び設備投資の見込みについて」 

        第 4 号議案 「トラストファンドの取り崩し(2020 年度)について」 

        第 5 号議案 「常勤役員の報酬額の決定について」 

        第 6 号議案 「嘱託職員等就業規則の改正について」 

        第 7 号議案 「評議員会の決議の省略（文書決議）による理事 1 名の

選任について（理事候補者 1 名の評議員会への推薦） 

決議の省略（2020(令和 2)年 3 月 31 日） 

        第 1 号議案 「常務理事選定の件」 
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        第 2 号議案 「事務局長選定の件」 

               

２） 評議員会 

 

決議の省略（2019(令和元)年 6 月 19 日） 

 第 1 号議案 「原 貴美男評議員辞任に伴う後任評議員選任の件」 

         

     第 8 回評議員会（2019(令和元)年 6 月 26 日） 

        報告事項  「2018（平成 30）年度事業報告について」 

        第 1 号議案 「2018（平成 30）年度決算について」 

 

第 9 回評議員会（2019(令和元)年 12 月 9 日） 

        報告事項  「次期中期経営計画策定に向けた検討状況について」 

 

決議の省略（2020(令和 2)年 3 月 26 日） 

 第 1 号議案 「諸岡 充理事辞任に伴う後任理事選任の件」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

 2019(令和元)年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

則」第 34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が

存在しないので作成しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


